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小
田
原
・
足
柄
地
域
連
合

『
第
三
十
回
定
期
総
会
』
を
開
催

丸
山
新
議
長
挨
拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
三
十
回
定
期
総
会
で
安
池
前
議
長
の
後
任
と
し
て
議
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
カ
ネ

ボ
ウ
労
組
の
丸
山
と
申
し
ま
す
。

今
年
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
大
き
く
社
会
・

経
済
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
当
た
り
前
の
事
が
当
り
前
に
出
来
な
く
な

り
、
思
う
よ
う
に
活
動
が
出
来
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
小
田
原
・
足
柄
地
域
連
合
で
は
、
出
来
な
い
の
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
出
来
る

か
を
考
え
前
向
き
な
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
今
ま
で
に
な
い
活
動
の
形
を
新
た
に

見
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
代
が
来
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ

て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
『
新
し
い
生
活
様
式
』
に
合
っ
た
地
域
労
働
運

動
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
前
に
、
皆
さ
ん
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が

第
一
条
件
で
す
。

今
年
の
干
支
は
「
丑
」
で
す
。
「
丑
」
は
良
い
こ
と
の
前
触
れ
の
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

十
一
月
二
十
七
日
、
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｕ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
に
お
い
て
第
三
十
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
関
口

議
長
代
行
（
神
教
協
）
の
司
会
に
始
ま
り
、
総
会
議
長
団
に
山

内
代
議
員
（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
）
、
横
川
代
議
員
（
神
教
協
）
の
両

名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
安
池
議
長
よ
り
、
こ
の
一
年
間
の
取

り
組
み
に
対
す
る
産
別
・
単
組
の
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
を
振
り
返
り
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
を
自
粛
・
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
昨
年
ま
で
の
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、

今
後
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
活
動
を
検

討
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
「
解
散
総
選

挙
」
が
実
施
さ
れ
た
場
合
は
、
小
田
原
・
足
柄
地
域
連
合
が
一

体
と
な
り
、
役
員
及
び
組
合
員
の
皆
様
と
の
意
思
疎
通
を
図
る

中
で
「
神
山
洋
介
」
推
薦
候
補
の
必
勝
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
な
お
、
今
総
会
で
議
長
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
三
十
年
の
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
丸
山
新
議
長
を
中

心
に
新
し
い
活
動
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
の
二
年
間
、

多
く
の
皆
様
の
支
え
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

と
の
挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
連
合
神
奈
川
吉
坂
会
長
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
在
宅
勤
務
が
進
み
組
合
員
に
会
え
な
い
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
の
活
動
も
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
、
新
し
い
活
動
と

し
て
「
笑
顔
と
元
気
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
進
め
、
連
合
神

奈
川
の
総
対
話
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
の

『
「
ま
も
る
」
「
つ
な
ぐ
」
「
創
り
出
す
」
』
の
実
現
に
向
け
地

域
連
合
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
と
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
総
会
で
安
池
議
長
を
は
じ
め
八
名
の
役
員
が
退
任
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
地
域
連
合
運
動
に

ご
尽
力
頂
い
た
こ
と
に
対
し
、
会
場
か
ら

盛
大
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
丸
山
新
議
長
を
中
心
に

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
力
強
く
三
唱
し
、

新
た
な
運
動
の
幕
開
け
と
な
っ
た

第
三
十
回
総
会
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
、
街
頭
で

の
「
歳
末
助
け
合
い
カ
ン
パ
」
は
実
施
せ
ず
、
十
一
月
を
加
盟
組
織
に
よ

る
組
織
内
カ
ン
パ
強
化
月
間
と
し
て
、
小
田
原
・
足
柄
地
域
労
福
協
と
の

共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。

二
十
一
組
織
の
皆
様
の
善
意
で
集
ま
っ
た
浄
財
（
組
織
内
カ
ン
パ
）
は

十
二
月
十
六
日
（
水
）
に
「
か
も
め
の
家
」
「
ゆ
り
か
ご
園
」
「
あ
り
ん
こ

ホ
ー
ム
」
「
暁
の
星
学
園
」
「
恵
明
学
園
」
「
城
山
学
園
」
の
六
つ
の
福
祉

施
設
へ
地
域
連
合
役
員
お
よ
び
地
域
労
福
協
の
役
員
が
訪
問
し
寄
付
し
ま

し
た
。
今
年
は
家
庭
に
あ
っ
た
「
ぬ
い
ぐ
る
み
」
を
二
か
所
の
児
童
福
祉

施
設
に
寄
付
し
ま
し
た
。

訪
問
し
た
福
祉
施
設
の
理
事
長
や
施
設
長
を
は
じ
め
入
所
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
大
変
喜
ば
れ
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
歳
末
助
け
合
い
カ
ン

パ
」
の
意
義
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

歳末助け合いカンパ

２１労組から３８８，５０１円を集約

ゆりかご園

暁の星学園

他４施設

多くの皆様のご協力ありがとうございました



役 職 名 構 成 組 織 名 氏      名 出    身    労    働    組    合

議　　長 ＵＡゼンセン 丸山　秀和 カネボウ労働組合小田原支部

議長代行 神教協 関口　　清 西湘地区教職員組合

議長代行 全印刷 山口　博幸 全印刷局労働組合小田原支部

副 議 長 電機連合 渡辺　　隆 ＮＥＣディスプレイソリューションズ労働組合

副 議 長 電力総連 岩本　　淳 東京電力労働組合神奈川地区本部小田原支部

副 議 長 ゴム連合 徳田　広樹 明治ゴム化成労働組合

副 議 長 自動車総連 加藤　哲也 ミクニ労働組合小田原支部

副 議 長 ＪＥＣ連合 北山　雅哉 富士フイルム労働組合神奈川支部

副 議 長 自治労 夏苅　幹卓 南足柄市職員組合

副 議 長 私鉄総連 加藤　雅範 箱根登山鉄道労働組合

事務局長 連合神奈川 山口　　誠 連合神奈川

事務局次長 ＪＡＭ 国玉　充宏 クボタケミックス労働組合小田原支部

本年もよろしくお願いいたします

２０２１年度役員体制

プロフィール

１９７５年 小田原生まれ 湯河原育ち ４５歳

湯河原町立吉浜小学校、湯河原中学校
県立平塚江南高等学校
慶應義塾大学法学部政治学科
第一生命保険相互会社（財）松下政経塾２４期
２００７年 地元で政治時活動開始
２００９年 第４５回衆議院総選挙初当選（神奈川１７区）
２０１４年 第４７回衆議院総選挙２期目当選
２０１７年 第４８回衆議院総選挙 落選
２０２０年１０月 立憲民主党神奈川県第１７区総支部長就任

再起を目指して奮闘中！

二児の父 子育て世代
家族：妻、娘２人（１７歳・１３歳）の４人家族
小田原市在住

新春のお慶びを申し上げます。

昨年も小田原･足柄地域連合の皆さまには大変お世話になりありがとうございました。

コロナ禍からの脱却、震災から10年、

私にとっては５回目の総選挙の今年。

節目･勝負の一年を皆さまと共に引き続き前進していきます。

本年もよろしくお願い致します。
前衆議院議員

神山洋介

神山洋介推薦候補から新年のご挨拶

ＨＰ Instagram Twitter

フォローお待ちしております


